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●安全で豊かな
  くらしの実現
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●千葉の未来を担う
子どもの育成　

●千葉の未来を担う
子どもの育成　

Ⅱ ●経済の活性化と
   交流基盤の整備
●経済の活性化と
   交流基盤の整備
Ⅲ

目指す姿（基本目標）第3節
章

　基本理念の実現に向け、第2章前半の本県を取り巻く「時代背景と課題」を踏まえた上で、
「くらし」「子ども」「経済」というキーワードに着目し、次のとおり3つの基本目標を設定し
ました。これに沿って、10年後（平成31年度）の千葉県の具体的な姿を示すとともに、その
目標を設け、本県が進むべき方向を明らかにします。

具体的な数値目標として、県内にずっと住み続けたい県民の割合
が、平成31年において85%を超えることを目指します。目標

（参考：平成21年度77.7%、平成24年度78.1%。（千葉県「県政に関する世論調査」））
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2

第Ⅰ項

　災害に強く、事件や事故が起こりにくい、安全で安心して暮らせる地域社会づくりが確実
に進んでいる。
　また、安心できる医療体制の整備、充実した福祉サービスの提供、生涯を通じた健康づく
りや地域コミュニティの再生が図られ、健康で生き生きと暮らせる地域社会づくりが着実に
進んでいる。
　さらに、多くの県民がスポーツや文化・芸術活動に親しみ楽しむことができるとともに、
国際交流が盛んに行われるなど、心豊かで元気に暮らせる地域社会づくりが進んでいる。
　そして、環境保全と再生に取り組み、千葉の豊かな自然が子どもたちに継承されている。

「安全で豊かなくらしの実現」第 項

第3節

Ⅰ

①　県民一人ひとりが、防災に対する正しい知識を持ち、災害発生時には自らが考え、
適切に行動する力を備え、その重要性を理解するなど自助の考え方が浸透している。

②　大地震や台風、暴風雨などによる被害を最小限にとどめるため、行政において危
機管理体制がより充実し、インフラ整備・改修が進むとともに、万が一、災害に遭っ
たときでも、地域住民同士が声をかけ、助け合える共助の精神とこれらを支える公
助により、安心して暮らすことができる地域社会が形成されている。

自助・共助・公助でつくる災害に強く様々な危機に対応できる地域社会1
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①　県民一人ひとりがしっかりと防犯意識を持ち、行政や地域が一体となって犯罪の
ない地域社会を目指す本県の取組が、全国モデルになっている。

②　県民一人ひとりに「交通事故は絶対に起こさない・遭わない」という意識が浸透し、
また、歩道整備や交差点改良、標識の設置などが進み、子どもからお年寄りまでが
交通事故を心配しないで街を歩いている。

③　災害、犯罪、交通事故などに対して、市町村・学校・消防・警察などの関係機関
との相互の連携が図られ、迅速な対応ができる体制が整っている。

④　消費生活に関する情報が十分に提供され、身近に相談できる窓口が整い、消費者が、
安全で安心できる商品やサービスを選択できる体制が整っている。

⑤　県内で流通する食品に関して、正確な情報が提供されるなど、消費者と生産者・
事業者との信頼関係を築くための体制が構築されている。

治安が行き届き、安全で安心して暮らせる地域社会2

③　新型インフルエンザ※等の感染症の流行など健康を脅かす事態に対して、迅速かつ
的確に対応できる健康の危機管理体制が確立している。

④　テロなど県民の安全を脅かす事態が発生した場合において、迅速かつ的確に対応
できる危機管理体制が確立されている。
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第Ⅰ項

①　県内医療機関のネットワーク化が図られ、いつでも、どこでも、誰もが安心して
治療を受けられる医療体制が整っている。

②　県民一人ひとりの健康に対する意識が高まり、自発的な健康づくりが行われてい
る。

③　介護予防の取組が進むとともに、細やかな介護サービスが提供され、高齢者が元
気に生活できる環境が整備されている。

④　障害のある人のライフステージに沿った福祉サービスが提供され、障害のある人
がその人らしく暮らせる環境が整備されている。

⑤　地域コミュニティが再生され、地域住民が互いに支え合いながら、生き生きと安
心して暮らしていける地域づくりが着実に進んでいる。

健康で生き生き暮らせる地域社会3
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心豊かに元気に暮らせる地域社会4

①　行政主導の国際協力活動だけでなく、民間や個人が主体的に参加するような、県
民主体の国際交流や国際協力が活発に行われ、草の根レベルのパートナーシップが
築かれている。

②　グローバル化が進む中で、医療、教育、住宅など、生活に密着した分野で、外国
人にも住みやすい県として、首都圏に勤務する外国人の転入が増えている。

③　多くの県民が日常生活の一部として運動に親しみ、体力の向上が図られており、
また、文化活動を通じ、心豊かに暮らす人が増えている。地域には活気があふれ、「元
気な千葉県」として知られている。

④　高い目標を持ってスポーツや文化・芸術活動に取り組み、全国的に活躍している
人が増えている。

⑤　地域の人たちによって埋もれていた伝統文化が復活し、その文化が多くの人たち
との交流を生み、更に新しい現代的な要素が取り入れられるなど、ちば文化の魅力
が増している。

⑥　県民の県内交流が積極的に行われ、県民一人ひとりが、様々な千葉県の魅力を再
発見することにより、千葉県に愛着や誇りを感じられるようになっている。
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①　県民・企業・行政が一丸となった低炭素社会の実現に向けた取組が進んでいる。

②　県民・企業・行政が、一体となって廃棄物の削減や再使用、リサイクルに積極的
に取り組み、限りある資源をどこよりも有効に活用している。

③　産業廃棄物の新たな不法投棄がゼロになっている。

④　子どもから大人まで、多様な生き物のにぎわいと互いのつながりを身近に感じ、
本県のすばらしい自然の恵みに支えられ暮らしている。

⑤　本県の豊かな自然が、県内外の多くの人たちの憩いの場として、また農林水産業
など経済活動の場として、しっかりと子どもたちに引き継がれている。

⑥　青い空ときれいな空気に包まれたくらしが営まれている。

⑦　河川・湖沼・海域の水環境が良好である。

豊かな自然を継承し、持続的に発展できる地域社会5
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2
安心して子どもを生み育てられる地域社会1

①　保育所の入所待機児童※が解消され、多様な保育ニーズに対応した安心して任せら
れる保育サービスが展開されている。

②　就労などにより、保護者が昼間家庭にいない小学生の児童が、放課後を安心して
過ごすための、適切な遊びや生活の場が確保されている。

③　子育て世代の経済的負担が軽減され、地域社会全体で子育てを支援する体制が整
備されている。

④　児童虐待に迅速に対応できる地域ネットワークが整備されているとともに、虐待
などを被った児童の受け皿となる児童福祉施設が整備されている。

　子育てに必要な多様なサービスが提供され、地域全体で子育てを支援する体制づくりが進
み、安心して子どもを生み育てられる地域社会づくりが着実に進んでいる。
　また、家庭・学校・地域が一体となり、心が豊かで、身体が健やかに育ち、郷土と国を愛
し、個性輝く子どもたちが地域社会に元気と活気を与えている。

「千葉の未来を担う子どもの育成」第 項

第3節

Ⅱ
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第Ⅱ項

①　学校や地域における様々な体験を通じて、子どもたちが高い道徳性や豊かなコミュ
ニケーション能力を身に付けている。

②　身近な地域の歴史や伝統文化に親しみ、郷土と国に誇りと愛着を持った子どもが
育っている。

③　全ての子どもたちが基礎的・基本的な知識・技能を身に付け、自ら考え、表現し、
問題を解決する力を伸ばしている。

④　子どもたちが早寝早起き、食事、運動などバランスのとれた生活習慣を身に付け、
健やかな体が育まれている。

⑤　子どもや若者が生まれてきてよかったと思える自己肯定感にあふれている。

⑤　仕事と家庭を両立した働き方ができる職場環境が定着し、仕事から帰って育児に
参加するお父さんが増えている。

⑥　女性が、出産・育児などライフステージに応じた自由かつ多様な働き方を選択す
ることができる。

郷土を愛し自立した健康な子どもの育成2
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2⑥　子育てや家庭教育に悩んでいる保護者が気軽に相談できる環境が整い、家庭の教
育力が高まっている。

⑦　子どもや若者が健やかに育つための地域コミュニティが形成され、地域には元気
で明るい挨拶の声が響き、家庭・学校・地域が一体となって、子どもや若者の成長
を支えている。

⑧　子ども一人ひとりの個性が輝き、希望や能力を引き出すことができる学習環境が
整っている。

⑨　子どもたちがいじめや暴力などに悩むことなく学校に楽しく通い、子どもや保護
者などからの学校への信頼が高まっている。

⑩　障害のある子どもたちへの理解や支援が広がり、障害のある子どもたちと、障害
のない子どもたちとが、地域で共に学び、子どもたちの笑顔があふれている。

⑪　ニート※や引きこもり、不登校だった子どもや若者たちが、周りの温かい支援によっ
て、生き生きと勉強や仕事に取り組んでいる。

⑫　子どもや若者を取り巻く有害な環境をなくすための取組が、地域全体で進められ
ている。
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2

第Ⅲ項

　本県の持つ宝・ポテンシャルを最大限に生かして、光り輝く千葉の魅力を国内外に発信し、
多くの人が訪れ、地域が活性化している。
　また、産学官のネットワークにより新事業や新産業が生み出されるとともに、中小企業な
どの経営基盤が一層強化されることにより、挑戦し成長し続ける産業活動が行われ、経済が
活性化している。
　さらに、全国屈指の農林水産業が、地域を支える力強く魅力ある産業に育っている。
　そして、成田国際空港都市や幕張新都心など、活力ある都市が形成されるとともに、誰も
が住みたくなるようなまちづくりが着実に進んでいる。

「経済の活性化と交流基盤の整備」第 項

第3節

Ⅲ

①　安全で新鮮、おいしい物なら「千葉県産」だという評価が県民をはじめ全国の消費
者に浸透し、食卓には千葉県産の野菜や果物、米、魚、肉、牛乳などの食材や色鮮
やかな花が並べられている。

②　成田国際空港（以下「成田空港」という。）が東京国際空港（羽田空港）と、より短時間
で結ばれ、一体的な活用が進み、成田空港は、アジアのゲートウェイとして多くの
利用客でにぎわいを見せ、国際交通の起点になっている。

光り輝く千葉の魅力を全国・海外に発信1
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③　東京湾アクアライン（以下「アクアライン」という。）と首都圏中央連絡自動車道（以
下「圏央道」という。）が一体となって機能することで、首都圏の人・物の流れが大き
く変わり、企業誘致が進み、観光客が大幅に増えるなど地域が活性化している。

④　アクアラインが利用しやすくなり、圏央道が開通することで、首都圏の一体性が
更に増して、本県で家屋や農園を購入したり、週末を本県で過ごしたりする人が数
多く見られるようになっている。また、温暖で過ごしやすいと評判になり、他都道
府県から転入する人が増えている。

⑤　千葉の豊かな自然、名所・旧跡や祭りなどの文化、さらには農業・漁業体験など、
千葉の魅力が国内外に発信され、様々な目的を持った観光客・来訪者が、県内各地
で一年を通じて見られるようになっている。

挑戦し成長し続ける産業2

①　地域の特徴や強みを生かした産業が活性化するとともに、地域内外の産学官のネッ
トワークが強化され、我が国の経済をリードする新事業・新産業が創出されている。

②　本県で生み育てられた独自の技術や新しいビジネスモデルを基に発展したベン
チャー企業が、世界で活躍している。

③　県内の中小企業が自らの特徴を生かした事業を強化することによって、力強い産
業活動を展開している。
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④　新興国の台頭など、世界経済の変化を好機と捉え、県内に立地している企業が新
商品の開発や販路拡大に果敢に挑戦し、経済的な活力が増している。

⑤　地域の顔である中心市街地や商店街では、後継者が育ち、さらに新たに店を開い
た人たちが定着して活気が戻り、ユニークなイベントも行われるなど、かつては
シャッター通りと呼ばれた場所が、にぎわいに満ちている。

⑥　県内の特色ある農産物や水産物などの地域資源を生かした新製品や新商品が数多
く生み出され、県内はもとより全国に向けて販売され、優れたブランドになってい
る。

⑦　県の産業の持続的な発展の下で、年齢・性別・障害の有無などに関わらず県民が
その持てる意欲と能力を発揮して明るく働いている。

地域を支える力強い農林水産業3

①　消費者ニーズに敏感な生産者が、流通業者や外食産業などと提携した生産活動な
どにより、所得を増やし、本県の農林水産業が若者にとっても魅力があり、力強い
産業に育っている。

②　機械化・省力化技術が普及し、大根・ねぎなど露地栽培で大規模な農業が行われ
ている。また、野菜・花の栽培の施設化や、レタス・サラダ菜など植物工場での生
産が進み、高収益で天候に左右されない農業が展開されている。さらに、これらに
よる雇用の増加などが地域の活性化に役立っている。
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誰もが住みたくなるようなまちづくり4

①　圏央道の全線開通及び4車線化、東京外かく環状道路※（外環道）や北千葉道路※など
の広域的な幹線道路の整備が進み、成田空港へのアクセス強化や県北西部の交通渋
滞が緩和されている。また、県内の更に多くの地域からおおむね1時間で県都千葉
市に到達できるようになっている。

②　地域のことは地域で考え、決定・解決しようという意識が醸成されている。その
結果、地域の創意工夫を生かした取組が活発に行われるようになり、地域に活力が
生まれている。

③　地域の人たちが力を合わせて、その地域の特性を生かしながら活性化に取り組み、
他地域と競い合っている。

④　中心市街地に活気とにぎわいが戻り、多様な価値観やライフスタイルに対応した
居住環境の中で、人々が生き生きとしたくらしを営んでいる。

③　水田を活用した飼料生産も進み、国産飼料を中心とした畜産経営が展開されてい
る。さらに、稲作の大規模化が進み、低コストで生産された千葉県のおいしい米が
人気を博している。

④　県民が積極的に森林づくりに参加し、里山を中心とした美しい景観が保全される
など、かけがえのない県民共通の財産として豊かな森林が育まれている。さらに、
森林の恵みである県産木材が住宅や公共施設など身近なところで利用されている。

⑤　稚魚の放流、魚の住みやすい環境づくり、水産資源を計画的に利用する漁業の実
施により、海・川が豊かになっている。また、生産・加工技術の更なる進展により、
質の高い水産物を安定して供給し続けることのできる水産業が展開されている。

⑥　地産地消※や食育の浸透などにより、都市と農山漁村の交流が進み、都市居住者が
週末に農山漁村地域を訪れるなど、首都圏に位置する本県だからこそ体験できる「千
葉型スローライフ※」が定着し、にぎわいのある農山漁村が形成されている。

⑦　首都圏の台所を担う本県の農林水産業は、消費地への輸送距離が短いため、地球
温暖化防止に貢献する産地として評価が高まっている。
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⑤　コンパクトでバリアフリー化されたまちづくりが進み、障害がある人も、高齢者も、
誰もが安心して住むことができ、快適なくらしを楽しんでいる。

⑥　住民自らが周辺の環境と調和した美しい街並みづくりに参加したり、緑豊かな自
然を身近に感じたりすることができる公園・緑地などで余暇を過ごすなど、県民が
ゆとりを持って地域のくらしを楽しんでいる。

⑦　県や市町村への申請、交付、手数料の支払などが24時間365日、家庭や事業所か
らパソコンのほかに携帯電話やテレビを利用して簡単に行えるようになるととも
に、引っ越し時に、電気・水道・ガスなどの転入出の手続きがまとめてできるワン
ストップサービスが実現している。


